
株式会社ニチレイフーズ

品質保証部

品質情報管理に関する取組事例

冷凍食品表示セミナー資料
(平成２２年２月）



食品を取り巻く外部環境…



独立行政法人 農林水産消費安全技術センター

「平成１９年度食品自主回収事例の整理・解析」より

自主回収の原因は…ほとんどが食品表示の不適切！！
表示不適切による
回収が圧倒的!!



食品表示を確認している生活者はおおむね９５％。

食品表示の注目度の高さ、重要性が伺える。

農林漁業金融公庫 資料
消費者「食品表示への意識」について より

(単位:%)

生活者の多くは食品の表示を確認している！

意外と実はみんな
表示を見ている



多くの人が食品表示を確認するが、
その信頼性は低くなってしまっている。

(単位:%)

信用していない…

表示を確認しているが…その信頼性は低い

農林漁業金融公庫 資料
消費者「食品表示への意識」について より



【冷凍食品購入時に重視する項目】

①原産地 （６９．４％）
②原材料 （３９．７％）

農林漁業金融公庫

「国産の時代」 より

購入する際は
「表示」を重要な情報源としている!!

冷凍食品購入時に重視する表示は？

いずれも表示に関わる内容である



食品企業の商品情報の開示のあり方
検討会（農林水産省）

・意義：消費者ニーズに対応して、義務表示以外の手段も活
用した情報提供が求められている。消費者の信頼感の醸
成につながる。

・消費者の求める商品情報：個人の関心に応じて多様である
が、健康や安全性に関する情報への関心は高い。

・情報の正確性確保：提供する情報について、根拠を持って
情報提供を行うこと。

＊消費者が商品情報の意味を正確に理解し活用する能力
を向上させるために、消費者自らの取組のほか、生産者、
食品事業者、政府のそれぞれ役割に応じた取組が必要で
ある。



食品安全管理に対応する

組織について



組織と役割

ニチレイフーズ（事業会社）
〈取締役会の諮問機関〉

品質保証委員会、リスクマネジメント委員会
〈部・ｸﾞﾙｰﾌﾟ〉

・品質保証部：①企画監査ｸﾞﾙｰﾌﾟ
②表示規格ｸﾞﾙｰﾌﾟ
③品質管理（改善推進）ｸﾞﾙｰﾌﾟ
④生産情報（品質情報）ｾﾝﾀｰ

ニチレイ（持株会社）
・経営監査部

・品質保証部（食品安全センター）

・広報ＩＲサポート部



ＮＦ品質保証部の組織について

品質関連業務の監視・指導・情報管理を統合強化

・企画監査Ｇ：ＮＦ品質基準・ルールの管理、工場監査、

情報収集・調査、ＮＦ品質保証委員会事務局

・表示規格Ｇ：商品等の表示審査、商品規格チェック、

特色のある原材料審査

・品質管理Ｇ：クレーム等問合せ対応

大手得意先監査の対応

生産委託工場に対する指導、営業支援

・生産情報Ｃ：原材料規格及び商品規格に関る情報ＤＢ、

製造仕様の管理、社内外への情報発信

（詳細は別途）



品質保証・情報管理の

体制について



生産工場

製 造

ISO9000s、HACCP、
GMPの推進

生産指導

ニチレイ
ロジグループ

工場管理・指導

開発・改良

研究開発部

食材調達

原
料

お客様相談センター

製品出荷

流通 お
客
様

品質管理、
検査

ニチレイフーズ品質保証部

ご意見・ご指導

情報
フィードバック

仕入先の絞込み
重点化

お客様対応

商品開発

ISO
取得推進

開発指導

生産推進部

ニチレイフーズ品質保証委員会

ニチレイ
品質保証部

ニチレイ
フレッシュ

表示確認

ニチレイ
プロサーブ

製品保管・管理

工場監査
検査指導

規格・基準

事前評価

ニチレイフーズ品質保証体制



ニチレイフーズの品質管理概念図

出
荷

素材調達部
原料グループ

生産情報
センター 品質保証部

商品DB

品質保証部門 入
荷

保
管

生
産

②原材料規格
証明書の提出①原材料管理

①
原
材
料
管
理

生産工場
（製造委託先）

原材料供給業者
（サプライヤー）

原材料

ニチレイ
フーズ本社

③製造仕様書・
工程管理基準書
の提出

監査

お問い
合わせ

情報提供

お客様
お取引先様

生活者

商品

●調達段階での
原材料管理

工場診断、受入検査
原材料規格証明書

●生産段階での
品質管理

工程管理基準書
PASシステム

●お客様への
情報開示

商品DB



信用調査及び工場事前評価（品質保証）と改善

・生産開始に当たっては、候補工場に対し、品質保証部門が独立した立場か
ら現地の工場の施設・設備、生産・品質管理体制などを調査し、一定の基準
を満たした工場でのみ生産を行う

候補工場の選定 販売開始

品質保証部による
工場調査

工場
評価

良好・合格

製造仕様書
作成

品質保証
契約締結

生産開始

不
良

改善
勧告

改善
実施

工場
再評価

極めて不良

生産委託中止

生産委託工場事前評価の仕組み

信用調査 原材料規格
証明書



①調達段階での管理
～サプライヤー・原材料管理～

品質保証・情報管理体制について



調達段階での原材料管理 －工場診断、受入検査

食品工場 サプライヤー

受入検査結果の情報は定期的にフィードバックする

常に情報共有をすることで、
原料事情の把握が
でき、よりよい品質の原料の
調達につなげていく。

原材料入荷

受入検査情報は全て記録化しサプライヤーの判断基準とする

判断

受入検査
（「原材料別基準」に基づき異物、外観、官能検査等）

合 格＝使用許可
不合格＝全量選別して使用、

もしくは返品等

受入検査
の結果が
不良

受入検査
の結果が
良好通常取引 改善サイクル

受入検査情報に基き改善を要求する

サプライヤー

工場診断

生
産
工
場
並
び
に
関
係
部
署
に
て
共
通
の

ツ
ー
ル
・
基
準
で
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
工
場
の
診
断

を
実
施
（
工
場
診
断
士
）

受入検査



②生産段階での管理
～工場・工程管理～

品質保証・情報管理体制について



生産段階での品質管理

③異物管理

⑨クロスコンタミ

①５Ｓ

⑦

保守管理

⑦設備・機器の

保守管理

②工程管理

⑩法令

⑥防虫・防鼠

⑧サニタリー

⑤記録・トレース

Ｘ線異物検出機

④金属検出機・

Ｘ線異物検出機



トレーサビリティーの目的

１．事故発生時の被害拡散回避

２．お客様への情報提供による信頼確保

事故が発生したとき、原因を把握し、同様の問題を抱える商品を
特定、速やかに回収することで消費者への危害拡散を最小限に
止める。

消費者が求める商品情報を提供することで、企業に対する信頼性
を向上する。



製 品 情 報 の 登 録

●原材料情報の把握

製品 １次原材料 ２次原材料 ３次原材料

ﾁｮｺﾚｰﾄｹｰｷ ﾁｮｺﾚｰﾄ カカオマス カカオ

脱脂粉乳 牛乳

レシチン 大豆

香料 香気成分、溶剤

２．製造工程
３．包装形態
４．理化学的性質
５．微生物学的性質 原材料規格証明書

１．３次原材料に至るまでの添加物、アレルゲン、原産地、
ＧＭＯなど

正確な物質名

ＧＭＯ

原産地



［原材料情報］

商品配合
基準

工程管理基準
ＨＡＣＣＰ

データベース
入力

製 品 情 報 の 登 録

［製造情報］



生 産 履 歴 の 把 握

産地A

産地B

産地C

生産工場

農薬

肥料

合成抗菌剤

飼料

●原材料の生産履歴



製造日報

生 産 履 歴 の 把 握
●原材料の生産履歴

例：ポテトコロッケの原材料（じゃがいも）

［３つ原産地のじゃがいもを原料として使用したとき］

▲コンテナ単位でバーコード（生産地情報）をつけて納品される

産地Ａ
産地Ｂ

産地Ｃ

9:00～12:00
12:00～15:00

15:00～18:00

9:00～12:00

12:00～15:00

15:00～18:00



●工場内の生産履歴（原材料の場合）

原料受入
日報

製造日報

生 産 履 歴 の 把 握

原材料Ａ（ﾛｯﾄNo.105）

［2008.6.1受入］
原材料A;100kg
（ﾛｯﾄNo.100～110）

［2008.6.2製造］
2008.6.1受入原材料A
（ﾛｯﾄNo.105）を10ｋｇ使用

包装日報

［2008.6.3包装］
2008.6.2製造分

を100ケース包装

出荷日報

［2008.6.4出荷］
2008.6.3に包装した50ｹｰｽ

をＢ会社に出荷

Ｂ会社に納品された
2008.6.2製造の商品

原材料を特定



原材料の
入庫処理

原材料の
出庫処理

前処理

加 熱

成 型

入庫番号＋原料情報＋賞味期限)

出庫番号＋出庫情報＋入庫番号

前処理番号＋工程情報＋出庫番号

加熱番号＋工程情報＋前処理番号

成型開始時刻＋工程情報＋加熱番号

［ 工 程 ］ ［ コ ン ピ ュー タ入 力 情 報 ］

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 生 産 履 歴 の 把 握



生産履歴

生 産 工 場

ニ チ レ イ フ ー ズ

原材料規格
証明書

情 報 精 度 の 確 認

監 査確 認



取引中止

評価

判断

管理状況の維持

継続購入
原材料・業者

の情報
決定 購入

原 材 料 ・ 原 材 料 メ ー カ ー の 選 定

購入中止

評価判断

（再評価）

●評価ポイント

購入する原材料、業者の決定

・原材料規格証明書の記載内容に不備がないか？

・原材料規格証明書に記載された基準（衛生検査・異物検査・官能

検査など）に適合した原材料が納品されているか？

・原材料生産工場の品質管理体制に問題はないか？（現地視察）

・個々の原材料は分別管理されているか？（保管状況の確認）



工場記号

06L031JD
2009.5.6／GH

11月6日入荷トラック番号３ 生産ライン番号 農場記号

●野菜冷凍食品の生産履歴

生 産 履 歴 の 開 示



お客様への情報提供による信頼確保

1.使用している原材料
2.食品添加物、アレルゲン
3.原材料の産地
4.生産工場の品質管理体制
5.原材料に使用する農薬や

抗生物質の管理
6.栄養成分

●ホームページを活用した生産情報の提供



携帯電話による原料原産地情報提供

ＱＲコード



ト レ ー サ ビ リ テ ィ ー の ま と め

迅速な原因究明と問題のある商品ロットの特定に結びつける。
客観的、かつ、論理的な説明により原因を明確にするとともに
事故を収束させ、風評被害による事態悪化を防ぐ。

迅速な原因究明と問題のある商品ロットの特定に結びつける。
客観的、かつ、論理的な説明により原因を明確にするとともに
事故を収束させ、風評被害による事態悪化を防ぐ。

１．事故発生時の迅速な対応と被害拡散の防止
●製品情報の登録

●生産履歴の把握

●情報精度の維持管理

●ホームページ、携帯電話を活用した積極的な情報開示

●より具体的な商品毎の商品及び原材料に関する情報の提供

２．お客様への情報提供による信頼確保

［トレーサビリティーの目的］



③品質情報の管理
～DB・開示基準・情報発信管理～

品質保証・情報管理体制について



「迅速かつ、正確な情報発信」が必要

＜背景＞
食品メーカーを取り巻く環境として「食の安全・安心」に対す
る国民 的関心の高まりによる品質情報の管理が重要性を
増し、対応の遅れが企業への致命的なダメージを与える。

品質情報発信の考え方

①組織体制の整備 ⇒ 生産情報センター
②開示基準の整備 ⇒ 商品規格書開示基準一覧

③しくみ・ツールの整備 ⇒ 商品ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（DB）

そのため



生
産
情
報
セ
ン
タ
ー

品質情報管理のしくみ

配合明細・割合表
アレルギー一覧

栄養成分、商品特徴
一括表示、商品画像

原材料規格証明書
産地、アレルゲン、

添加物、遺伝子組換

商品ＤＢ

製品規格合意書
工程管理基準書
良品規格基準書

製造仕様書

Ⅰ．社内・管理情報

商品規格書
（商品仕様書等）

各種証明書
（産地、原料等）

営
業
担
当

お

得

意

先

様

Ⅱ．対社外・情報開示

②Ｗｅｂ入力

①印刷物

③データ伝送

ファイネット

支社問合せDB
(履歴管理)

ＦＤＢ

開
示
基
準

生

産

工

場

原
材
料
メ
ー
カ
ー
様



商品情報管理チームの役割
役割：商品の原材料規格証明書の登録、管理、CRM既存公開品の
不備チェック、国内・海外DB非接続工場商品DB（表示セット・規格情
報・添付資料）登録、原材料変更対応、海外支社依頼商品規格書作
成

強み： 「商品DB」への原材料情報を始めとする商品情報登録、

チェックを行なうことで、最新の情報が迅速に得られ、発信できる体
制が取れている

原材料メーカー 生産工場

原材料規格証
明書ＤＢに登録

品質保証部門で
確認･承認

原材料規格証明書
の取得

商品担当

商品特徴、
セールストーク

入力

内容確認後、
商品DB

(CRM）公開
商品ＤＢ

情報C担当

公開CRM内容チェック

非接続工場商品DB（表示セット・
規格情報・添付資料）登録

原材料変更内容確認

生産工場・各登録部門
で表示セット作成



商品ＤＢ

支社（営業）問合せチームの役割

役割：商品規格書（営業仕様書）、各種証明書（衛生検査、産地、
GMO、遺伝子組み替え等）の入力・作成、送信

商品情報の一元管理
・生産工場とのWチェックによる正確な情報開示が可能
・履歴管理により、得意先毎の提出物が時系列で把握
・「開示基準」による、情報開示レベルの平準化
・情報問い合わせ窓口の明確化

生産情報C
支社問合せDB

・商品情報調査・商品規格書作成

お得意様

生産工場

・Wチェック

依頼

生産情報C
支社問合せDB

営業担当

営業担当

お得意様

依頼

正
確！



ＷＥＢ規格書チームの役割
役割：電子商品仕様書の入力・送信。情報管理。

商品情報の一元管理
・生産工場とのWチェックによる正確な情報開示が可能
・履歴管理により、得意先毎の提出物が時系列で把握
・ 「開示基準」を元に、情報開示レベルの平準化
・ WEB仕様書取り組みに関する問い合わせ窓口の明確化

お得意様

営業担当
問屋様品質保証チーム

生産情報C
WEB担当

依頼 依頼

商品ＤＢ

生産工場

生産情報C
QUシステム

ASP規格書等

・Wチェック

・商品情報調査・仕様書作成

営業担当

お得意様

問屋様品質保証チーム



お客様相談センター
（B to C)

生産情報センター
（B to B)

営業部門

商品開発部門 生産部門

生活者 お得意先

お問い合わせ情報
クレーム情報

お問い合わせご説明

お問い合わせ情報

お問い合わせご説明

お客様対応情報 品質関連情報

アラーム情報お客様ニーズ情報

品質情報の部署共有図

＊品質情報を二つのセンターで統合することによって、
抜けが根絶され、関連部署に適切に情報が共有化される。
２つのセンター間では、B to C、B to Bという区分けを持ちつつ
情報交流を密にして強い連携を取っている。



社外秘　（社内基準の為、社外への提出・閲覧は不可）

無 有（NB）

基本 商品名 ● ● ●
ＪＡＮコード ● ● ●
規格/入り数 ● ● ●
賞味期限　（未開封/開封後） ●（開封後除く） ●（開封後除く） ●（開封後除く）

ロットＮｏ、印字例及び印字の説明 ● ●
保存方法 ● ● ●
規格（単品毎の重量、サイズ等） ● ● ●
外装サイズ ● ● ●
外装材質構成（+厚み） ●（厚み除く） ● ●
商品特徴 ● ● ●
一括表示内容 ● ● ●
栄養成分 ● ● ●
調理方法 ● ● ●
賞味期限設定の根拠 △ △
品質保持剤使用の有無 △ △
理化学基準（Ｂｒｉｘ、ｐＨ等） ●（法規制があるもの） ●（法規制があるもの） ×（法規制がないもの）

最終製品の理化学実測値 △ △
品質劣化内容 △ △
商品規格書作成担当者 △（本社担当） △（本社担当）
特に訴求する栄養成分 △ △

衛生検査 規格項目 ● ●
検査結果 ● ●
法令規格基準 ● ●
工場出荷基準 ● ●
検査方法 ● ●

CRM
公開情報

開示基準

非開示の項目
機密保持契約㈱ニチレイフーズ　商品規格書開示基準一覧

作成：2008年7月14日
承認：2008年8月 8日

１

３

２

「商品規格書開示基準」

★お客様が本当に必要、活用される情報を可能な限り開示。

★情報のニーズを迅速にキャッチし、改訂に反映。

★“これらの情報がそろうと、コピー品が製造可能”となる情報
については「社外秘」。

●原材料詳細情報
（具体的原材料名等）

●製品配合詳細情報
（具体的原材料名等）

●製造工程詳細
（具体的製造条件、

具体的設備機器等）

条件ごとに情報の開示可否を詳細に定義
・通常公開レベル（商品ｶﾃｺﾞﾘｰ）
・機密保持契約の有無
・知的財産・特許



商品に係る｢原材料情報｣｢商品情報（配合割合、表示等）｣及び
｢製造仕様情報（製造工程管理基準、規格等）｣をDB化し、
一元管理するシステム

●商品回収等
原材料の品質に関する事故（異物混入、法律違反等）が発生した場合、
本システムの検索機能により、当該原材料の有無、当該原材料が配合
された商品の特定が可能となり、商品の回収等が迅速に行える。

●情報公開
情報がDB化されている為、取引先からの商品仕様の問合せ・開示に関して、
迅速・的確に対応可能である。

●情報共有化
本システムの開示に関して、段階的な規制をしており、生産部署及び
営業部門がシステムを共有化できている。

商品DB（データベース）



社内メールマガジン：食品関連情報

• ((調査日時： 4/30   8：20～9：00)）
• ＜新型インフルエンザ関連＞
• ●新型インフルエンザ関連情報
• 『豚肉・豚肉加工品は「安全」と考えます』との見解が出てます。
• 今一度、ご確認願います。
• http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/buta.html （農林水産省：4/29）
• ●ＷＨＯ：警戒水準をフェーズ５に引き上げ
• チャン事務局長、極めて深刻との認識を示す。
• http://sankei.jp.msn.com/life/body/090430/bdy0904300610003-n1.htm
• （産経新聞：4/30）

• ((調査日時： 5/15   8：20～9：00)）
• 【参考情報】

• ●宮崎市、ホウレンソウから基準値を上回る農薬検出
• （共同通信：5/14）
• ⇒NFで使用している宮崎県産ホウレンソウは報道のホウレンソウと関連ありません。

（サプライヤーより文書入手済み）

• →NFの見解文書はこちらです。
• http://www.jiji.com/jc/c?g=soc_30&k=2009051400416 （時事通信：5/14）



業界全体での取組み



生活者からの信頼性確保

＊食品安全マネジメントシステム（ＩＳＯ22000ｓ）

の範囲が示すように、フードチェーン全体で
の取り組みが必要。

①行政との取組み

ﾌｰﾄﾞ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
②加工食品業界での取組み

品質系情報標準化推進
③冷食業界での取組み

認定工場制度の有効化と普及



品質系情報
標準化推進

業界全体での取組み



★三層をつなぐ業界のかけはし
★業界全体における業務効率化支援
★FDBの発展的運用、既存インフラ（システム）との連携

標準化推進活動への参画

リーディングカンパニーの使命として、商品情報（品質系
情報）の標準化」に０７年度から参画、継続活動中！

＜課題＞
★一般の生活者が本当に必要な情報とは？
★メーカーの開示レベルと、卸・小売・外食の要求レベルに差？
★生活者ニーズから離れたシステム主導の非標準化的流れ？

安心・安全を担保する為に関る作業・コストは
年々増大している！

協力

＜業界取りまとめへの期待＞



・人々のくらしを笑顔で満たすという
先達の想いを私たちは受け継いでいます。

・私たちの仕事のひとつひとつが
おいしい笑顔、健やかな笑顔、
家族の笑顔につながっています。

・最も信頼される食品企業になり
世界中の笑顔に出会うために

・新しい価値創造に
挑戦しつづけます。

「最も信頼される食品企業」になります。
～ニチレイフーズの経営ビジョン～



ご清聴ありがとうございました


